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月 日から 月 日（北海道にあっては 月

日から 月 日）は、水防の意義及び重要性につい

てご理解を深めていただくための 水防月間 です。

我が国は、地形、気象などの自然的条件に加え、

急速な河川流域の開発という社会的要因により、洪

水等による災害が起こりやすい環境にあり、毎年、

豪雨や台風などにより幾多の尊い人命と多くの資産

が失われております。

これらの水害を未然に防止し、安全で安心できる

地域社会を実現するためには、治水施設の早急な整

備が望まれるところですが、その整備には莫大な費

用と長い年月が必要であり、水害の根絶が難しい現

状のなかで、洪水時に応急対策として行われる水防

活動は、ますます重要なものとなっております。

昨年も 月の梅雨前線豪雨などにより、全国各地

で激甚な災害が発生しましたが、その際にも、地元

水防団（消防団）の方々が、昼夜を分かたず水防活

動を実施され、被害の軽減にあたられたところです。

水防月間 は、昭和 年 月の台風 号による

出水における小貝川、久慈川等においての懸命な水

防活動の被害軽減効果により水防活動が地域住民の

生命及び財産を水害から守るため極めて重要である

月 は 水 防 月 間

─洪水から守ろうみんなの地域─

国土交通省河川局防災課

目 的

水防月間の実施は、水害から国民の生命と財産

を守るため、国民全般に水防の重要性と水防に関す

る基本的考え方の普及を図り、水防に対する国民の

理解を深め、広く協力を求めることにより、水害の

未然防止又は軽減に資することを目的とする。

期 間

平成 年 月 日（火）から平成 年 月 日（木）

まで（北海道にあっては、平成 年 月 日（金）か

ら平成 年 月 日（土）まで）

主 催

国土交通省、内閣府、都道府県、水防管理団体（市

町村等）

後 援

防衛省、警察庁、総務省消防庁、全国知事会、全

国市長会、全国町村会、日本放送協会、 日本新聞

協会、 日本民間放送連盟、日本赤十字社

平成 年度水防月間実施要綱

ことが認識されたことを契機に、昭和 年度から実

施され、今年で 年目という節目の年を迎えました。

水防の重要性と水防に関する基本的考え方の普及

を図り、国民の水防に対する理解を深めるため、こ

の 年の間には、全国各地で水防に関する各種イベ

ントや水防演習の実施、水防体制の強化を図るため

の様々な活動等が行われてきており、水防思想の普

及宣伝に寄与しております。

国土交通省では、今まで以上に国民一人ひとりが

水防の意義及び重要性について理解し、水防意識の

向上を図って頂くため、今年度におきましても、ポ

スター、パンフレット等を活用して広報活動を積極

的に展開するとともに、都道府県、水防管理団体（市

町村等）と共に、出水を想定した水防演習や情報伝

達演習の実施、水防資器材・河川管理施設等の点

検・整備を行うほか、水防に関する展示会、講演会

等各種イベントを全国各地において開催することと

しております。

水防は皆様のご理解、ご協力を得ることによって、

その効果を最大限に発揮できるものであり、皆様の

積極的な参加をお願いしますとともに、水防月間

へのご協力をお願いいたします。
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協 賛

全国水防管理団体連合会、 日本河川協会、全国

治水期成同盟会連合会、 建設広報協議会、 全国

海岸協会、 全国治水砂防協会、 全国防災協会、

全国土木コンクリートブロック協会、 ダム・堰

施設技術協会、 河川ポンプ施設技術協会、 雨水

貯留浸透技術協会、 河川環境管理財団、 河川情

報センター、 国土技術研究センター、 ダム技術

センター、 ダム水源地環境整備センター、 リバー

フロント整備センター、全国建設弘済協議会

運動のテーマ

洪水から守ろうみんなの地域

月間の重点

水防の重要性と水防に関する基本的考え方の普

及

特に、地域住民・企業が参加する水防訓練の実

施

水防体制の強化

特に、重要水防箇所の周知徹底

河川管理施設の点検整備

特に、堤防、護岸、堰、水門、樋門、閘門等の

点検整備

実施概要

水防管理団体、河川管理者及び都道府県（以下 水

防管理団体等 という。）は、出水期を前にしたこ

の月間内に、水防の意義及び重要性について国民の

理解を深めるとともに、水害の恐ろしさや水防に対

する国民の関心を高めるよう次に掲げる活動を積極

的に実施するものとする。

なお、効果的な広報活動の推進に資するため、以

下の活動の実施状況を月間終了後報告するものとす

る。

水防の重要性と水防に関する基本的考え方の普

及

広報活動等の推進

水防管理団体等は、水防の意義及び重要性等

について、新聞、テレビ、ラジオ等報道関係機

関の協力やインターネット等を有効活用し、積

極的に広報活動を行うものとする。

水防管理団体等は、広報誌、ポスター、パン

フレット、折り込み、ステッカー、横断幕等を

活用し、水防の意義及び重要性並びに水防月間

の実施の趣旨が地域住民に十分に浸透するよう

努めるものとする。

水防管理団体等は、水防に関する各種イベン

ト、展示会及び講演会の開催、アンケート調査、

小中学生を対象としたポスター及び作文の募集

等各種の行事を行うものとする。

避難場所、重要水防箇所の周知等

水防管理団体等は、ハザードマップ等を活用

し、洪水時の浸水想定区域や区域内の地下施設

等における避難行動が迅速かつ的確に行われる

よう、地区単位で安全な避難場所や避難経路等

の確認を行い、重要水防箇所と併せて地域住民

への周知に努めるとともに、地域住民参加によ

る避難訓練を実施するものとする。

水防演習の実施

水防管理団体等は、水防団、消防機関、水防

協力団体等の協力を得て、洪水時における関係

機関との連携と水防体制の強化を期するととも

に、水防技術の習得・研鑚、水防に関する基本

的考え方の普及及び水防意識等の高揚を図るた

め、水防演習を実施するものとする。

水防管理団体等は、水防知識及び水害に対す

る心構えを確立する意味においても、多くの地

域住民・企業や地域の有識者及び 等が参加

するよう関係機関と協力して、実態に即した総

合的な演習を実施するよう努めること。

水防体制の強化

洪水予報、水防警報、特別警戒水位（避難判断

水位）への到達情報の通知及び周知等の情報伝達

演習等による迅速かつ確実な情報伝達体制の確保

水防管理団体等は、洪水予報、水防警報、特別

警戒水位（避難判断水位）への到達情報の通知及

び周知等の水防情報の迅速かつ的確な伝達を図る

ため、関係各機関との通信及び連絡に必要な機器

及び施設の点検整備を行うとともに、量水標管理

者、水防団及び消防機関を含め、総合的な情報伝

達演習を行うものとする。

特に、洪水時における通信機能の低下や混乱に

備えて無線機器による情報伝達訓練及び避難勧告

等の発令に係る情報伝達訓練も実施するものとす

る。

また、高齢者、障害者等災害時要援護者が利用

する施設および地下施設に対しては、適切な情報

提供などにより警戒避難体制等の充実・強化を推

進するものとする。



水防資器材の点検、整備

水防管理団体等は、水防資器材の点検を行い、

地域や河川の特性を踏まえた資器材の整備を図る

とともに、整備結果等を踏まえて水防計画の見直

しを行うものとする。

重要水防箇所の周知徹底等

河川管理者は、洪水時に迅速かつ的確な水防活

動の実施が図られるよう、水防管理団体と共同巡

視を行い、重要水防箇所の周知徹底を図るととも

に、水防に必要な情報の交換等を行うものとする。

あわせて、適切な警戒避難態勢がとれるよう、

関係市町村等の関係機関に対して、危険箇所に関

する状況（例えば危険箇所からの越流が生じる水

位と近傍の水位観測所の水位との関係等）や当該

箇所からの越流等によって想定される浸水区域等

の情報について、周知徹底を図るものとする。

また、水防管理者等は、地下空間における浸水

被害軽減のため、地下施設管理者等と連携した情

報伝達、避難体制の整備等を図るものとする。

水防研修等の充実

水防管理団体等は、水防法に基づく権限や水防

に必要な高度な知識及び技能の修得が図られるよ

う水防研修会等における講義、討議、実習等研修

内容の充実に努め、必要に応じ水防専門家派遣制

度を活用し、水防の一層の活性化を推進するもの

とする。

水防団員の所属する事業所に対する協力依頼

水防管理団体等は、サラリーマンである水防団

員が安心して水防活動に従事できるように、水防

活動時の休暇の取扱いについての配慮等所属事業

所の理解と協力を得られるよう、積極的に働きか

けていくものとする。

河川管理施設等の点検、整備等

河川管理者は、水防管理団体とともに河川の巡視

を行い、河川管理施設、許可工作物等の安全性につ

いて点検し、

危険と思われる河川管理施設については、速や

かに補強工事その他の適切な措置を講ずること。

許可工作物等については施設管理者による点

検、整備を十分行わせるとともに、その状況につ

いて河川管理者への報告を求めるとともに、施設

管理者の立会いのもと、点検の結果を確認する等

適切な指導監督を行うこと。

堤防、護岸等については、損傷や変形、浸食な

ど施設の状態を確認するとともに、近年の集中豪

雨による災害等最近の災害に係る被災箇所につい

ては、厳重な警戒を行うものとする。

堰、水門、樋門、閘門等の工作物のゲートの開

閉状況、取付護岸の維持状況、樋門周辺の空洞化

状況及び下流側の河床低下の状況等について重点

的な点検を行うものとする。

水防功労者の表彰

水防管理団体等は、水防に関し顕著な功績のあっ

た個人又は団体を表彰するものとする。
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平成 年度水防演習実施予定

地整名 演 習 名 実 施 日 実 施 場 所

近 畿 淀川水防・大阪府地域防災総合演習 月 日 淀川（左岸）
大阪市旭区太子橋一丁目地先

九 州 遠賀川水防演習 月 日 遠賀川（右岸）
福岡県中間市中鶴地先

関 東 利根川水系連合水防演習 月 日 利根川（右岸）
埼玉県熊谷市葛和田地先

四 国 土器川水防演習 月 日 土器川（左岸）
香川県丸亀市垂水町地先

北 陸 荒川水防演習 月 日 荒川（右岸）
新潟県岩船郡神林村平林地先

中 部 安倍川連合水防演習・複合型災害防
災実動訓練

月 日 安倍川（左岸）
静岡県静岡市葵区与一 丁目地先

東 北 北上川下流水防演習 月 日 北上川（左岸）
宮城県石巻市成田地先

中 国 吉井川水防演習 月 日 吉井川（左岸）
岡山県瀬戸内市邑久町豆田地先

北 海 道 釧路川水防公開演習 月 日 釧路川（左岸）
川上郡標茶町ルルラン 番地先
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は じ め に

近年の水害等において避難の遅れ等から高齢者を

中心に多数の死者・行方不明者が発生するととも

に、保育園での逃げ遅れ等の問題も生じている。こ

うした問題を解決するためには、河川の危険の状況

等の防災情報が、迅速に伝達されるだけでなく、受

け手や伝達者である住民や市町村の防災担当者、報

道機関に正確に理解され、的確な判断や行動につな

がる情報の内容や表現であることが極めて重要であ

る。このため、 洪水等に関する防災用語改善検討

会（座長 故廣井脩東京大学教授） を設置し、防

災情報の用語をはじめとした内容を総点検し、これ

までのともすれば発信者側の情報や用語であったも

のを抜本的に見直し、受け手の立場に立ったものに

改善する検討を行い、平成 年 月 日に提言がと

りまとめられた。国土交通省においては、この提言

を踏まえ防災情報体系の見直しを平成 年度より図

ることとしたのでその概要を紹介する。

洪水等に関する防災情報等の課題

洪水時や土砂災害発生時において、河川管理者等

から市町村、住民や報道機関へ伝えられる水位をは

じめとした河川の状況等のはん濫の危険度合い等を

示す情報（以下、 防災情報 という。）は、頻繁に発

せられるものではなく、情報の受け手も災害に必ず

しも精通している訳ではなく、防災情報を正確に理

解することが難しいという課題がある。

現在、河川水位のレベルを示すのに用いられて

いる危険水位や警戒水位等は、利用目的別に設定

されたものであり、数が多く、またそれぞれの呼

称は危険度レベルがわかりにくいため、混乱を招

く恐れがある。

水位観測所の水位が伝えられるが、その数値の

みでは防災情報としての意味はなく、その危険度

がわかる関連情報や危険となる地域との関係がわ

かりにくい。

河川の洪水警報等は、発表のタイミングが避難

等の行動を意識したものでないため、住民にとっ

て避難の準備や避難そのものを行う判断材料にな

り難い。また、気象庁単独の洪水警報等と区別す

ることが難しい。

発表情報の中で用いられている用語（以下 防

災用語 という。）には、下記に示す理由から受け

手が容易に理解出来ない用語が多い。

） 河川管理者等の中でのみ通用している特殊な

用語等、そもそも用語自体の理解が難しいもの

がある。

） 危険を伝える情報として使う用語であるの

に、危険のレベルや災害の状況等がわかる用語

となっていないものがある。

） 一般的に用いられている言葉で構成された用

語でも、送り手の意図する意味が受け手に伝わ

らないものがある。

） 文字では理解出来るが、音声では理解出来

ない用語がある。

水位及び発表情報の改善

住民や報道機関、市町村等の情報の受け手の混乱

を招かないように、従前用いていた警戒水位等の各

種の水位をはん濫の危険度にあわせて再整理を行

い、危険度のレベルを明確にするとともに、水位に

基づき発表する防災情報（従前の 特別警戒水位到

達情報 、（ 川）洪水警報 等に相当する。）と

住民の避難行動等の関連を明確にするため、洪水予

報指定河川、水位情報周知河川を問わず防災情報を

統一することとする。

） 水位

水位については、各水位の危険性の順序や住民

や報道機関、市町村等がとるべき具体的行動がわ

かるように、以下の通り変更することとする。

はん濫注意水位（従前の 警戒水位 に対応）

水位の位置付け 市町村長の避難準備情報等

の発令判断の目安、住民のはん濫に関する情報

への注意喚起、水防団の出動の目安

洪水等に関する防災情報体系の見直しについて

国土交通省河川局河川計画課
河川情報対策室課長補佐

齋藤 博之



避難判断水位（従前の 特別警戒水位 に対

応）

水位の位置付け 市町村長の避難勧告等の発

令判断の目安、住民の避難判断の参考

洪水予報指定河川においては、特別警戒水位

は設定されていないが、避難勧告等の発令、情

報伝達及び避難（以下 避難等 という。）に要

するリードタイムを考慮したうえで、避難判断

水位を新たに設定

はん濫危険水位（従前の 危険水位 に対応）

水位の位置付け 洪水により相当の家屋浸水

等の被害を生じるはん濫の恐れがある水位

水防団待機水位（従前の 通報水位 に対応）

水位の位置付け 水防団が出動のために待機

する水位

今回の見直しにあわせて、住民等にはん濫の危

険性を周知するため、既存の量水標だけでなく橋

脚等を積極的に活用して量水標を設置し、量水標

に以下の通り着色することとする。

レベル （水防団待機水位 はん濫注意水位）

無着色

レベル （はん濫注意水位 避難判断水位） 黄色

レベル 及び （避難判断水位より上部） 赤色

） 防災情報

川はん濫注意情報

従前の名称 （ 川）洪水注意報

発表する時期 はん濫注意水位に到達した時

川はん濫警戒情報

従前の名称 （ 川）洪水警報

発表する時期 避難判断水位に到達した時、あ

るいは、水位予測に基づきはん

濫危険水位に達すると見込まれ

た時

特に、水防法第 条第 項（都道府県において

は第 条）に基づき洪水予報を行う河川において

は、水位予測に基づき 川はん濫警戒情報を発

表するタイミングを、避難勧告等の発令の決定権

者である関係市町村長と十分調整した上で、避難

等に要するリードタイムを考慮して予め定めてお

くこと。また、はん濫警戒情報を発表する目安と

して避難判断水位を避難等に要するリードタイム

を考慮して定めておくこと。

川はん濫危険情報

従前の名称 （ 川）洪水情報

発表する時期 はん濫危険水位に到達した時

川はん濫発生情報

従前の名称 （ 川）洪水情報

発表する時期 はん濫が発生した時

発表の目的 はん濫の発生の周知
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図 改善前後の防災情報体系
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防災情報に用いる防災用語の改善

防災情報に用いる防災用語については、情報の受

け手の立場に立ち、災害の状況や危険度が容易に理

解できるようにすることや、音声で聞いて理解でき

るようにすること等を考慮して、別表の通り改善す

ることとする。ただし、用語の改善にあたっては、

以下に留意して情報を提供する。

・ 右岸・左岸 等の用語については、 市側 、

市役所側 等の具体的な地名、方角等を用

いて表現を工夫し、理解が容易となるようにする

こと。

・水位の表示は、橋桁の下面との差や堤防の上面か

らの高さで示すことを併用すること。

防災情報の的確な伝達に必要な事項

防災情報は、たとえ良質な情報であっても、その

伝え方が不十分であれば、機能しないこともある。

また、情報は伝えて終わりではなく、伝わって活用

されるまでを考慮することが必要である。

そのため、地元の市町村と日常より密接に連絡・

調整を行い、河川の特性や状況、洪水の特性、避難

に関する地域の状況、それぞれの防災体制等につい

て相互の理解を図っておくこととする。特に、避難

勧告等の決定権者である市町村長には、災害時に伝

えるべき情報が直接、正確に伝わるよう、事前に本

通知の趣旨等を直接提供したり、必要な機器を整備

する等の準備をすることとする。

お わ り に

防災情報体系の見直しについては、平成 年 月

より実施することとしており、各河川管理者、市町

村、報道機関等の方々のご協力をお願いしたい。

別表 改善を行う用語等

現 行 改 善 後

計画高水位 はん濫危険水位
河川計画や事業実施において

は、堤防設計水位である計画高水
位を使用

危険水位 はん濫危険水位
特別警戒水位 避難判断水位
警戒水位 はん濫注意水位
指定水位 水防団待機水位
（ 川）洪水情報 川はん濫発生情報、 川は

ん濫危険情報
（ 川）洪水警報 川はん濫警戒情報
（ 川）洪水注意報 川はん濫注意情報
破堤 堤防の決壊
決壊 決壊（対象を明確化 例 地

区の堤防が決壊）
欠壊 一部流出（崩壊）（対象を明確化

例 地区の堤防が一部流出）
越水・溢水 水があふれる（対象を明確化 例

地区の堤防から水があふれ
る）

浸水 浸水（対象を明確化 例 地
区が浸水）

冠水 浸水（対象を明確化 例 地
区が浸水）

出水 増水
洗掘 深掘れ
漏水 漏水（対象を明確化 例 地

区の堤防から漏水）
法崩れ 堤防斜面の崩れ
既往最大流量 過去最大流量

現 行 改 善 後

水防警報指定河川 水防警報河川
水位情報周知河川 水位周知河川
樋門・樋管 （排・取）水門
排水機場 排水ポンプ場
（堤防）天端 （堤防の）上端、上面
右岸・左岸 例 市側

（東京湾中等潮位 ）
（東京湾中等潮位 ）

堤内地・堤内 堤防の居住側、堤防より居住地側
堤外地・堤外 堤防の川側、堤防より川側
高水敷 河川敷
派川 派川（分岐して流れる川）
直轄区間 国管理区間
指定区間 県（都道府）管理区間
川裏 居住側、居住地側
川表 川側
法・法面 堤防斜面
沿川 川沿い
内水 内水（河川に排水できずにはん濫

した水）
強雨域 強い雨が降る範囲（ 時間 ミ

リ以上）

（以下、ダム関係）

設計洪水位 設計最高水位
サーチャージ水位 洪水時最高水位
常時満水位 平常時最高貯水位
洪水期制限水位 洪水貯留準備水位
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は じ め に

今年の冬は暖冬だと耳にすることが多い。地球温

暖化が原因なのか偶然の暖冬なのかはよく分からな

いが、確かに今年の冬は暖かい。それに伴い、雪の

量も少ないようである。いろいろな方から、今年の

暖冬・少雪によって夏には渇水になるのではないか

という心配の声が聞こえてくる。はたして、首都圏

を抱える利根川では、この夏、渇水になるのか。

暖冬・少雪の年と渇水の年

利根川の上流域である前橋地点の 月の月平

均気温は、表 のとおり平年より 高く、平

均気温で見る限り今年の冬は暖かい。

また、利根川上流部の代表的な地点として、奈良

俣ダム地点、尾瀬沼地点の各年の雪の状況を図 に

示している。年最大積雪深は、 シーズンの積雪深

の最大の値であり、経験的に春先以降の流出量の大

小を予測するのに用いているが、奈良俣ダム地点の

年最大積雪深は、計測を始めた平成 年冬期以降最

も少ない。

少雪は渇水を引き起こす直接的な原因となるの

か、まずは利根川での過去の少雪の年と、渇水となっ

た年とを比較した（表 ）。

利根川では平成 年と 年に夏期取水制限が最大

％になる大渇水が生じているが、その年の 月か

今年の暖冬・少雪と利根川の渇水

国土交通省関東地方整備局河川部
広域水管理官 佐々木淑充

表 前橋地点の月平均気温

平年値（ 年） 年冬

月

月

月

 � �

図 年最大積雪深

表 年最大積雪深と渇水年
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図 尾瀬沼地点年最大積雪深と奥利根 ダム回復量

ら 月の降雪量は平均値より必ずしも少ないもので

はなく、むしろ多雪である。また、尾瀬沼地点にお

ける平成 年 年の年最大積雪深は、比較した年

のなかで最も少ないが、その夏は取水制限に至るよ

うな渇水は生じていない。

少雪だからといって、必ず夏に渇水になるという

ことではないようである。

渇水への影響

春先から初夏までの間、雪解け水は降雨が少ない

時でも河川水を一定量涵養する天然のダムであり、

雪の多少が河川の水量に全く関係ないとは考えにく

い。

利根川上流（群馬県奥利根地域）には国土交通省

関連の主要 ダム（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原

ダム、薗原ダム、相俣ダム）があるが、これらのダ

ムの過去の回復量を図 に示す。ここでいう回復量

とは、ダムの容量が無制限だと仮定した場合に各年

月 日以降満水日までの間に貯留できたと考えら

れる仮想量であり、実際のダム貯留量と無効放流の

合計である。これまで全ての年で ダムの常時満水

量以上の回復量があり、少雪の年であっても利水容

量を満たすのに必要な量以上の雪解け水はあると言

える。

図 は奥利根 ダム貯水量合計の変化を示すグラ

フである。貯水量は毎年、一般的に次のように変化

する。

月から 月にかけ、関東地方は降水量が少なく

ダムに貯留された水を使うため、ダムの貯水量は

徐々に下がる。 月から 月にかけて、雪解け水や

春の嵐等でダムに流入する水が増え、これを貯める

ことにより貯留量が上昇する。 月から 月に農業

用水等でダム貯留量を利用する。晩夏以降、台風や

秋の長雨による流入水を貯め、冬期の利水に備える。

具体的に過去の状況を見てみる（表 ）。

平成 年

平成 年は前年の秋に降雨が少なく、年初時点で

の ダム貯留量が平年の ％と少ない。このため、

月から 月の間に ％の取水制限となった。多雪

のおかげで春先に貯留量が増加したもののその後の

降雨が少なく、 月に利根川における戦後最大渇水

となった。



平成 年

平成 年は、年初時点での貯水量は平年比 ％

であり、雪も平年並みであったが、その後の降雨が

少なく、大きな取水制限を伴う渇水となった。

平成 年

平成 年は、年初の貯留量は平年比 ％、雪は

少ない年であったが、春以降の降雨が平年を上回っ

たので、取水制限等の渇水には至らなかった。

今年の見込み

平成 年初時点の奥利根 ダムの合計貯水量は、

平年比 ％と多い。これは、前年秋にまとまった

降雨があったことによる。これが少なければ、その

後の少雪と併せ、夏に渇水になる可能性は高い。

少雪はダムの集水域に限ったことではないことか

ら、自然に流出してくる河川の水量自体も少雪によ

り少なくなると思われるが、その程度はよく分から

ない。今後、平成 年や 年に渇水が生じた時のよ

うな雨の降り方をすれば、渇水になる可能性は高い

ものの、平年並みの降雨であれば、渇水にならない

可能性も十分ある。

降雨、降雪という自然現象に左右され、少雪では

夏に渇水が生じる可能性が高くなるのが現状であ

る。利根川の利水は、奥利根 ダムに加えて下久保

ダム、草木ダム、渡良瀬貯水池の 施設により主に

支えられているが、これらが仮に満水であっても、

週間雨が降らなければその貯水量は 割になって

しまう。利水に対して十分な貯水容量が確保されて

いる状況とは言えない。少しくらいの少雪や少雨で

も渇水の心配がなくて済むよう、十分な水資源を確

保しつつ、既存施設の効率的運用を図っていきたい。
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表 奥利根 ダム貯水量，積雪量，降水量

年初の奥利根
ダム 尾瀬沼

年最大
積雪深

栗橋上
流域平
均の
月

降水量

渇水の
発生

貯水量 平年比

平成 年 万 ％

平成 年 万 ％ 渇水

平成 年 万 ％ 渇水

平均
（ ）

万 ％ ─

平成 年 万 ％ ？ ？

図 奥利根 ダム貯水容量図
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河道対策と流域対策とを一体とし、より早期の治水対策を強力に推進するため、平成 年 月より、補助河川

業務を河川環境課に移管し、両課が連携して円滑な業務執行が図られるよう、昨年度末に両課の執務室をワンフ

ロワー化する工事を実施致しました。

所掌事務の一部移管等について

国土交通省河川局治水課



．日 時 平成 年 月 日（木） 時 分

．会 場 栃木県総合文化センター

（宇都宮市本町 ）

電話

通常総会（ ）

特別講演（ ）

講 師 広瀬久美子（フリーアナウンサー）

演 題 バラ色の人生のために

暮らしの中の川

全国治水大会

開 会（ ）

座長推挙

（栃木県土木事業協議会河川部会長・真岡市

長）

主催者挨拶

（全水連会長、栃木県知事、宇都宮市長）

来賓祝辞

（国土交通大臣、国会議員代表）

来賓紹介・祝電披露

意見発表 名

（岩手県奥州市長、高知県土佐市長）

大会決議

次期開催地決定・挨拶

閉 会（ ）

アトラクション

現地研修 月 日（金）

栃木県内 コースを予定

日光砂防事業と二社一寺

鬼怒川上流ダム群連携事業と鬼怒川渓谷

余笹川改修事業と那須高原

宇都宮市の釜川改修事業と陶芸の里

蔵のまち・栃木市の巴波川改修事業と渡良瀬

遊水地
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平成 年度通常総会・全国治水大会栃木大会開催のお知らせ

全水連だより

平成 年度 全 水 連 行 事 予 定
（平成 年 月 日現在）

全国治水期成同盟会連合会

月 日 （曜） 時 刻 行 事 会 場

月 日 （水） 全水連春季理事会 麹町会館

月 日 （木） 第 回全水連総会 宇都宮市栃木県総合文化センター

月 日 （木） 年度全国治水大会 宇都宮市栃木県総合文化センター

月 日 （木） 全水連秋季理事会 麹町会館

月 日 （月） 中国地方治水大会 広島市広島県民文化センター

月 日 （水） 近畿地方治水大会 福井市福井県県民ホール

月 日 （月） 四国地方治水大会 高知市高知会館

月 日 （木） 午後 九州地方治水大会 鹿児島市ホテルウエルビュー鹿児島

月 日 （水） 午後 東北地方治水大会 盛岡市ホテルメトロポリタン盛岡

月 日 （金） 中部地方治水大会 長野県岡谷市文化会館

月 日 （水） 年度促進全国大会 シェーンバッハ・サボー（砂防会館別館）
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